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第 30 回日本助産学会学術集会が、2016 年 3 月 18 日
（プレコングレス）、19 日～ 20 日（大会）の 3日間に
渡り、京都大学時計台百周年記念館、国際科学イノベー
ション棟において盛会裏に開催されました。
1．Student Midwife Café の企画・運営と表彰校の選出
今回初めて、日本助産学会学術集会の開催に合わせ
て Student Midwife Café を開催致しましたが、日本全
国（北海道から九州まで）から 17 校（22 ブース）も
の助産師教育機関の参加がありました。発表は 19 日 9
校、20 日 8 校が 1 演題 10 分（発表 8 分、質疑 2 分）
で行い、一つ一つの発表を多くの人が熱心に聞き、熱
い議論が繰り広げられました。いずれの教育機関も教
育に独自の工夫がみられ、学生の発表も非常に活発か
つユニークで、若さとエネルギーにあふれ、助産学の
明るい未来を予感させるもので、非常に好評で、出席
者全員が大いに満足致しました。全国の助産師教育機
関の助産師学生が一堂に会し、それぞれの教育機関の
特徴などを発表することを通して、他校の特徴や仲間
のことを知ることを通して、自校の特徴や良さを再認
識し、自校への愛校心や自負心及び同じ道を志す仲間
との協調性を深めたポスターセッションとなりました。
その中で特に優秀であった 3校に、全国助産師教育
協議会から優秀賞（京都大学大学院高度実践助産学系）
と特別賞（聖バルナバ助産師学院）、第 30 回日本助産
学会学術集会から優秀賞（日本赤十字広島看護大学助
産師課程）として、表彰状と記念品を授与致しました。
表彰基準は、①学生らしさ：内容の工夫と努力とオリ
ジナル性、②プレゼンテーション：視聴者の心に届く

表現、理解しやすい説明、③ポスター：主張が伝わる
表現（構成、文字、写真、イラスト等の配置、配色など）
で、社会貢献委員会委員 5名の投票により決定致しま
した。
また、Café と名をうちましたので、第 30 回日本助
産学会学術集会より 2日間ともに数種類のおにぎりと
パンおよびコーヒーを各々 100 食分が提供されました。
両日ともに参加者は会場一杯で、すべての品物が出払
いました。時期的にはまだまだ肌寒い時でしたから、
温かいコーヒー付きの昼食は非常に好評を頂きました。
2．今後の期待と展望
現在の助産学の発展は、我々の多くの先達の力に
よって築き上げられたものです。近未来の助産学は、
現役の助産師や助産師を志している若い助産師学生が
築き上げていくものです。今後、学生の皆さんは卒業
して、一人前の助産師となり、助産業務の継続と改善
を図っていく存在になりますが、今回の学会での発表
は自尊心を高め、専門職としての自覚の構築と視野の
拡大に大いに役立つものと思います。
助産学の歩みを確かなものとし、大きな潮流として
いくために、助産学教育に携わる我々一人一人が担う
責務を心に刻み、助産学教育の向上を目指して、高い
倫理的感能力と専門的能力を備えた助産師学生を養成
することは、全国助産師教育協議会として極めて重要
です。今後、全国助産師教育協議会は、学術集会長と
協力して、このような企画を積極的に推進し、助産師
学生の全国的な交流と研究者としての道を開いていく
ことは極めて意義深いと考えます。
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Student Midwife Café を終えて

京都大学大学院医学研究科
（第 30 回日本助産学会学術集会長）　　我部山　キヨ子

平成 28 年（2016 年）熊本地震のお見舞い
　4月 14 日から発生した熊本を中心とする連続的な地震で亡くなられたお一人お一人を悼み、ご家族のご心痛を衷心よ
りお見舞い申し上げます。
　被害に遭われた方々、避難所生活をされておられる方々に対して、心より深くお見舞い申し上げます。
　震災、二次災害がこれ以上拡大することなく、事態が収束に向かうことを心よりお祈りいたします。

全国助産師教育協議会　会長　井村真澄
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教育・活動報告

東京地区研修会報告

平成27年度東京地区地区長　聖路加国際大学　片　岡　弥恵子

2015 年度東京地区では、慶応義塾大学総合政策学
部の井庭崇先生をお招きし、“ 助産教育における教
授方法のラーニングパターンからの検討 ” と題した
研修会を開催しました。午前中は、井庭先生からの
講義にて、学び方の経験、教え方の経験としてラー
ニングパターンを見出すこと、そしてその活用方法
や意義を学びました。午後からは、井庭研究室から
生み出されたラーニングパターンカード（販売され
ています！）を使って、パターンラーニングの実際
をグループワークにて行いました。このラーニング
パターンカードは、創造的な学びの秘訣を言語化し
たものです。秘訣は 40 個のパターン（型）として
まとめられており、各パターンには、どのような「状
況」において、どのような「問題」が生じやすく、
それをどう「解決」すればよいのか、という秘訣が
記述され、それに「名前」（パターン名）がつけら
れています。各グループでは、カードに記述されて
いる秘訣についての自分の経験知を語り、学ぶ上で
大事なことを共有しました。グループワークでは、
井庭研究室の学生さんがファシリテータとして活躍
してくれました。学部生とは思えないほどのファシ
リテーション力で、アクティブラーニングの成果と
見て取れました。
次に（ここが今回の研修のメイン）“ 助産実習に
おける教育方法の秘訣 ” を抽出するワークを行いま

した。助産教育において私たち教員、そして学生が
最もエネルギーを投入するのが助産実習です。学生
が充実した学びができるように、それぞれの学校ま
たは教員が工夫を凝らしています。しかし、他の学
校または教員がどのような教育をしているのかをお
互いに共有する機会は少ないのが現状です。そこで
このワークでは、助産実習における教育方法の秘訣、
大事にしていることを出し合いました。ポストイッ
トにたくさん書いて、分類する作業の中で、“ こん
なことで悩んでいる ”“ 大事だと思うけど難しい ”な
ど参加者の素直な気持ちが語られました。そして、
学生のためにと思いやっていることが、逆に学生の
学びの機会を狭めている可能性があること気づきま
した。私自身も、学生が “失敗しないように ”“ 悩ま
ないように ”“ 傷つかないように ”との思いから、“失
敗から学ぶ機会 ”“ 主体的に学ぶ機会 ”を奪っている
のではないかと感じました。そして、井庭研究室の
学生ファシリテータから、“ そんなにも学生のこと
を思って教育しているのですね！！ ” と驚かれ、私
たち教員は、学生を心配する気持ちから逆に過保護
になっているのかもという感想も聞かれました。
今回の研修は、10 時に始まり 17 時まで、じっく
りとみっちり助産教育について考える機会になりま
した。様々な視点や方法で助産教育を考えることの
重要性を感じた 1日でした。
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教育・活動報告

第 41 回全国助産師教育協議会研修会を 3月 5 日

（土）～ 6日（日）の 2日間、浜松で開催いたしま

した。ご多忙の中、遠路、多数の方々のご参加をい

ただきありがとうございました。また、参加者の声

として、「おもてなしの心を感じた」「学びのある研

修でした」という声を聞かせて頂き、担当者として

は感慨無量の思いです。参加者は 166 名（学生ボラ

ンティアを含む）でした。

講師の皆様が研修会の趣旨と研修会のテーマ「人・

技・場　つながる力・つなげる力」をご理解頂き、テー

マに沿ってお話をしてくださり、まさしく実践の場

で人をつなぎ、技をつなぎ、場をつなぎ、学びの輪

が広がる研修にして下さったことに感謝申し上げま

す。

1日目のワークショップでは、特別講演の離島と

いう悪条件の中で、IT、ITC を活用し、他領域との

連携を取りながら周産期医療を成功させた、小田切

先生の講演内容を、ファシリテーションのワークに

つなげて、学生支援のためのチーム力 up や教育力

up のスキルを学びました。

2日目の教育講演、シンポジュームでは、講師の

方々の専門性と目的に向かって諦めない強い精神と

忍耐強く日々努力されている成果をお聞かせ頂き、

明日への勇気と力をもらい、モチベーションを上げ

ることにつながった。

中部地区が当番校として担当させて頂きました

が、この研修会の成功を願って当番校が一丸となっ

て準備したことは、会員同士の繋がりがより近い関

係となり、それぞれの役割を担ってくださったこと

が成功裡に終わる結果となった。当番校の皆様に感

謝。

最後に会長様のご挨拶が静岡新聞に掲載されたこ

とは地域の方々に助産師の存在をアピールするよい

機会になったと思っております。

第 41 回　全国助産師教育協議会　研修会を終えて

聖隷クリストファー大学　助産学専攻科
中部地区　担当理事　久保田　君　枝



― 4 ―

●●●●●教育・活動報告

平成 28 年 6 月 3 日（金）・4日（土）、第 7回（通
算 52 回）定時社員総会が、新潟青陵大学で行われ
ましたので、概要をご報告いたします。
総会には、正会員 142 校、総正会員数 284 名のう
ち 260 名の出席（本人 177 名、書面出席 83 名）が
ありました。
議事に先立ち、「熊本地震」の被震者の皆さまに
哀悼の意を表し、一日も早い復興を祈念して、全員
で黙祷を捧げました。
井村真澄会長の開会挨拶では、新体制での活動報
告と今後の課題、方向性が述べられました。続いて、
ご来賓の文部科学省高等教育局医学教育課看護教育
専門官　斉藤しのぶ様、厚生労働省雇用均等・児童
家庭局母子保健課　内田愛子様よりご挨拶をいただ
き、看護系大学における助産師教育や母子保健の動
向についての話題を提供していただきました。　　
さらに、厚生労働省医政局看護課　教育体制推進官
の佐山理絵様からは「看護行政の動向と助産師教育
への期待」のご講演をいただきました（それぞれの
資料はホームページに掲載しておりますので、ご参
照下さい）。
総会議長には、福島富士子氏、安田孝子氏が、議
事録署名人には、石山さゆり氏、濱嵜真由美氏が推
薦され、承認されました。議長より定款第 30 条に
基づき正会員の過半数に達しており、総会が成立し
ていることが報告され、議案の審議に入りました。
まず各委員会の担当理事より平成 27 年度委員会
活動が報告され、続いて井村会長より「厚生労働省
看護職員確保対策特別事業」の結果が報告されまし
た。次に片岡弥恵子地区長総括より、平成 27 年度
地区活動の報告がありました。続いて久保田君枝委
員長より、浜松市で行われた全国研修会の報告がな
され、以上の事業報告は過半数をもって承認されま
した。さらに、福島裕子会計担当理事より平成 27
年度収支決算が、熊澤美奈好監事より監査報告があ
り、平成 27 年度収支決算及び監査報告は、過半数
をもって承認されました。

次に佐藤香代副会長（総務担当）が、平成 28 年
度事業計画の説明・報告を行い、福島裕子会計担当
理事が平成 28 年度収支予算の説明・報告を行いま
した。
会員から出された将来ビジョンの取り組みの方向
性の質問には、佐藤香代副会長がこれまでの活動経
緯を説明し、今後も会員の意見を尊重しながら、道
筋を明快に提示し進めて行きたい旨を述べ、以上を
もって総会を閉会しました。
その後は、日本助産評価機構理事の平澤美恵子氏
より、「専門分野別評価の視点を知る－教育機関の
第三者評価から－」の講演があり、認証受審の必要
性が語られました。
地区別打ち合わせでは、地区長選出や地区研修会
等の活動等が検討されました。地区長打ち合わせで
は、地区長の位置づけ、責務、地区長会の開催、地
区研修会で行う課題、会計について説明し、意見交
換を行いました。
2日目の午前中は、ワークショップ「先駆的教育
方法の試み」を行いました。参加者は 5つのワーク
ショップに分かれ、教育方法の実際と効果を学びま
したが、大変好評で、またこのような企画を行って
ほしいという意見が多くみられました。午後の教育
課程別検討会では、それぞれの課程が抱える課題に
ついて活発な意見交換が行われました。
全体報告会では、地区別打ち合わせ、ワークショッ

プ、教育課程別検討会、地区長打ち合わせの内容が
報告されました。本年度の地区長が紹介され、地区
長総括は近畿地区の池内佳子氏に決定したことが報
告されました。
続いて助産師教育ファーストステージ研修の告知
がなされ、また九州・沖縄地区の兵頭慶子氏から、
第 42 回全国研修会を平成 29 年 3 月 4 日（土）・5日
（日）に、宮崎市で開催する旨の報告がありました。
最後に我部山キヨ子副会長が閉会の挨拶を述べ、
2日間を無事に終了することができました。会員の
皆様のご協力に、深く感謝申し上げます。

平成 28 年度　第 7回定時社員総会報告

全国助産師教育協議会　副会長　
福岡県立大学大学院　助産学領域　教授　佐　藤　香　代
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ニュース

本年度の資格・専門能力委員の役割である助産師
国家試験分析は、関東甲信越地区および中部地区の
42 校の教育機関の先生方が担当でございました。初
めて委員の大役を仰せつかり、今までにない緊張感
の中で 12 月を迎え、打ち合わせが始まりました。
委員の先生方に親切にご教示頂きますことで安心感
に変化していった反面、失敗は許されないという責
務がより募ってまいりました。1月には作業過程を
担当校の各先生方にお送りするのですが、ご多忙な
先生方であることも配慮しながら、担当委員の先生
方と共に、2月の本番に向けての事前準備を進めて
まいりました。結果的には、資料送信サイトの導入
と事前メール配信による準備工程がスムーズに稼働
致しまして準備が順調に進行致しました。しかし、
国家試験終了後の当日 19 時には各先生方に問題を
配信し、4日後には解答及びその問題の妥当性の結
果を集約することが必要なため、例年とは違う緊張
感高まる日々でございました。
国家試験当日は学生さんにもご協力を得て、定刻
よりも早い時間に担当校の先生方に国家試験問題を
送信することができ、またご依頼するだけでなく、

全体の問題を丁寧に読み解きながら正解を導いてま
いりました。援助の根拠性や言葉の定義を医学書で
再度調べる良い機会となり、出題者の意図をしっか
りと把握するということに立ち戻ることができ、今
後の教育に活かせて行けるものと感じました。
私が国家試験を受験したのは 20 数年前ではござ
いますが、諸先生方が、このように助産師としての
到達レベルや国家試験問題の妥当性を丁寧に考えて
下さって今の自分があると思うと、大変感慨深く、
感謝の気持ちで胸が熱くなりました。また、国家試
験問題の課題が残るとしてあげた設問ですが、やや
方法論に偏った出題ではあったものの、改めて助産
師の業務内容の拡大や今後の能力発展の方向性を考
える機会となり、ご指導頂きました我部山先生には
未来に向けての新たな学びを頂戴いたしました。あ
りがとうございました。担当校および委員の先生方
に助けて頂き、全過程を滞りなく終了できまして、
達成感と感謝の気持ちでいっぱいでございます。各
教育機関校との連携を図っていくことの重要性も改
めて感じることができましたので、皆さまも、是非、
資格・専門能力委員をご経験頂ければと思いました。

「第 99 回　助産師国家試験」出題内容適否の検討会に参加して

昭和大学　助産学専攻科　教務主任　准教授　上　田　邦　枝
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全助協からのおしらせ

会員の皆さまには、日ごろから全国助産師教育協
議会の活動にご理解・ご協力をいただき、感謝申し
上げます。
平成 28 年度は、新しく選任された理事会で新潟
での社員総会を終え、新たな課題に向けて活動を開
始したところです。
さて 7 月 16 日に行われました第 2 回理事会で、
下記のように第 8回定時社員総会の開催が決定しま
したので、お知らせいたします。なお総会案内は、
ホームページにも掲載しております。助産師教育を
巡るさまざまな動きや看護基礎教育の動向、教育方
法等、会員の皆さまと情報を共有しあいながら、活

発な意見交換ができればと考えております。次期総
会で話し合いたいテーマや希望する講演等がありま
したら、どうぞ事務局にお知らせ下さい。理事会で
検討させていただきます。
なお次期総会は、役員（理事及び監事）改選の年
となります。選挙公示は来年行う予定にしておりま
すので、公示内容で詳細をご確認下さい。会員の皆
さまにおかれましては、万障お繰り合わせの上、ご
参加いただきますようお願い申し上げます。
次回、東京でお目にかかれますことを、楽しみに
しております。

平成 29 年度　第 8回定時社員総会のお知らせ

全国助産師教育協議会　副会長　佐　藤　香　代

第8回（通算 53 回）公益社団法人全国助産師教育協議会社員総会

日　時 場　所

2017（平成 29）年 6月 10 日（土）・11 日（日） 東邦大学　看護学部
〒 143-0015　東京都大田区大森西 4-16-20
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全助協からのおしらせ

今年度の全国研修会は、テーマを「つなぎ・拓く、
教育力アップを目指して」とし、九州・沖縄地区で
開催致します。
今回の研修は、看護の動きを見据えながら、日々
の学生教育に役立ち、かつさまざまな体験をつなぎ
ながら学べるものをという趣旨で、多くの講師の
方々をお招き致します。学生の学ぶ力をどう引き出
すか、教員や臨地指導者の教える力をどう身につけ
るかを皆様とともに学び、議論を深めたいと思って
おります。
会場となる宮崎市は、天孫降臨、日なたの国とし
て花と緑、空と海が美しい、早春は野球・サッカー
のキャンプ地でもあります。宮崎ブーゲンビリア空
港から 15 分程度の立地にあります。
近くには、かつて新婚旅行のメッカとして、何と
集客 8割を誇っていたという青島だけでなく、神の
産殿址、大きな洞窟にある霊地「鵜戸神宮」があり
ます。豊玉姫の「おちち岩」が残され、安産・育児
の拠り所、漁業・航海の守護神、念流・陰流剣法発
祥の地として美しいスピリッチャルな場です。降り
注ぐ太陽に育まれた新鮮な野菜・果物、連続日本一
に輝く宮崎牛、温泉もお楽しみください。
ぜひこの機会に早春の宮崎に足をお運びいただき
たく、大勢の皆様のご参加をお待ち申し上げます。

研修会実行委員長　兵頭慶子

◇参加費：会員 10,000 円　非会員 12,000 円
◇ワークショップについては、企画推敲中です。
ご希望がございましたら、お知らせください。
参加・企画提案ともにお持ちしております。

〔研修会の問い合わせ先〕
宮崎大学大学院助産学研究科　兵頭慶子
E-mail:keiko_hyodo@med.miyazaki-u.ac.jp

日程：平成 29 年 3 月 3 日（金）
～ 3月 5日（日）

会場：  3 日　宮崎大学医学部総合教育研究棟
　宮崎市清武町木原 5200

　　　  4，5 日　宮崎観光ホテル
　宮崎市松山 1-1-1　0985-27-1212

プログラム：
〔3月 3日〕　学生交流集会
　　演題：学生からみた離島実習
　　　　　鹿児島大学大学院院生、他
＜演題募集中＞
＊  助産師学生さんの発表応募をお持ちしておりま
す。まだ、間に合います。どうぞ事務局にメー
ルで発表テーマ、発表者、学校名、連絡先、担
当者をお知らせくださいませ。

〔3月 4日〕
＊ご挨拶・講演
全助協
＊教育講演
「低出生体重児の地域・施設連携」
今給黎総合病院NICU副師長　原田純子
＊教育講演
「専門職の裁量とキャリア開発」
  東京大学大学院医学系研究科　健康科学・看護
学専攻看護管理学／看護体系・機能学分野
武村雪絵准教授
＊教育講演
「助産師として知っておきたい薬剤の知識」
宮崎大学大学院看護学研究科　柳田俊彦

〔3月 5日〕
＊ワークショップ
「学ぶ力・教育力を育てる教育方法」
・助産学概論おけるアイデンティティの育成
佐賀県立総合看護学院助産科教育主事　川﨑圭子
・助産管理論におけるアクティブラーニング
九州医療センター附属福岡看護専門学校助産科
教育主事　新地裕子
他

＊特別講演　「あきらめないこころ」
伊藤真波
（  日本初片腕義手の看護師　授乳中の母 
北京・ロンドンパラリンピック競泳日本代表）

＊実践助産関連内容も盛り込む予定です。

第 42 回　全国助産師教育協議会　全国研修会

当番校：九州・沖縄地区
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●●●●●全助協からのおしらせ

第 31 回 ICM（国際助産師連盟）3年ごと大会が、
2017 年 6 月 18 日から 22 日までカナダの首都トロン
ト市で開催されます。Midwives －Making a 
difference in the world（助産師―世界中で変化を起
こす）をメインテーマに、リーダーシップを通して
変化を起こす、パートナーシップを通して変化を起
こす、専門性を通して変化を起こす、女性と少女の
権利を支持して変化を起こす、を日々のテーマとし

て、今までにない規模の 4000 人の参加者を見込ん
で企画しているとのことです。
発表抄録の受理が 7月 1 日に発表されるので、そ
の後、ホテルの申し込みが増えるものと思われます。
登録料は 1135 カナダドルですが、2017 年 2 月 28 日
までは早期登録のディスカウントがあります。
詳細は http://www.midwives2017.org/　をご覧
ください。 国際担当理事　大石時子

第 31 回　ICMカナダ・トロント大会のお知らせ

東京医療保健大学看護学研究科　高度実践助産コース　理事　大　石　時　子
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はじめに
国際蘇生連絡委員会（ILCOR）の Consensus on 
Science with Treatment Recommendations
（CoSTR）2015 に基づいた [ 日本版新生児蘇生法ガ
イドライン2015]が、2015年 11月に公表されました。

１）  2015 年版 NCPR アルゴリズム変更点（表 1、
図 1）

（１）蘇生中（分娩室）の体温管理　（２）生後
60 秒以内の時間軸の表示　（３）心電図（ECG）
モニターについて　（４）換気の有効性の評価　
（５）胸骨圧迫時の酸素濃度　（６）アドレナリ
ンの使用 の 6 項目であり、蘇生に立ち会う医
療従事者が誰であっても遅延なき有効な人工呼
吸が実践でき、質の高い安全な医療が担保され
ることが基本的なコンセプトです。

（１）蘇生中（分娩室）の体温管理
36℃未満の低体温は死亡や合併症に関わることか
ら、出生直後からの体温管理の重要性を強調してい
ます。目標の体温は 36.5-37.5℃で、NICU または新
生児室入室時の体温を記録することが推奨されまし
た。

（２）生後 60 秒以内の時間軸の表示
人工呼吸を 60 秒以内に開始することを強調する
ためにアルゴリズムでは、出生後 60 秒以内の時間
軸を明示しました。これは初期処置を確実に実践し
有効な人工呼吸が行える、すなわち気道開通を初期
処置中にしっかり行って、人工呼吸のタイミングを
遅延させないためのおおむねの指標で、無呼吸、除
脈の新生児に対して出生後 60 秒で人工呼吸を開始
するのではなく、出生後 60 秒以内のなるべく早い
時期に確実に有効な人工呼吸を開始することを意味
しています。

新生児蘇生法 2015 変更の要点と注意点

日本周産期新生児医学会　新生児蘇生法委員会　副委員長
鹿児島市立病院総合周産期母子医療センター長　茨　　　　　聡

トピック

(
60

ECG)

i.
ii.
iii.
iv.
v.
vi.

表１

図１
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●●●●●トピック

（３）心電図（ECG）モニターについて
心拍数確認のためのモニタリングとしての心電図

（ECG）モニターの検討が追加されました。（図 2）
その根拠として、以下の理由がります。
a）心拍数測定までの時間
　パルスオキシメーターと心電図（ECG）の比
較では、心電図は中央値 38 秒であるが、パル
スオキシメーターはばらつきがあり、中央値
122 秒であり、心電図の方が迅速に測定できる
ことがわかります。（図 3）

b）心拍数測定の正確性
　聴診、触診で測定した心拍数と心電図で測定
した心拍数との差は、聴診で約 12 回 / 分、臍
帯触診で約 20 回 / 分過小評価していることが

分かります。（図 4）
心拍数の過大評価は、治療（人工換気、胸骨

圧迫、アドレナリンなどの薬剤投与）の遅れを生
じ、過小評価は、不必要な治療の介入を招く重要
なモニタリングであるため、その正確な評価が望
まれるために、今回の改定では、心電図（ECG）
の検討が採用されたと考えられます。（表 2）
今回の心電図モニターの検討は、現状のパル
スオキシメーターを活用したモニタリングを否
定するものではなく、酸素化の評価も含めてそ
の位置づけは変わりません。

（４）換気の有効性の評価 
換気の重要性を再確認するために、人工呼吸を 30
秒以上施行しても心拍数が 60/ 分未満の場合には、

Mizumoto H, et al., Electrocardiogram shows reliable heart rates much earlier than 
pulse oximetry during neonatal resuscitation. Pediatr Int. 2012;54:205-207.

図３

Kamlin CO, et al., Accuracy of clinical assessment of infant 
heart rate in the delivery room. Resuscitation. 2006;71:319-321.

図４

NCPR2010 

ECG)

図２



●●●●●

― 11 ―

トピック

“ 必ず ” という言葉を追加して換気が適切か必ず確
認と記載しています。

（５）胸骨圧迫時の酸素濃度 
2010 年版アルゴリズムでは、胸骨圧迫時には、
100% 酸素の使用が推奨されていましたが、2015 年
版では、胸骨圧迫中の酸素投与が推奨され、酸素濃
度を上げることが堅実であるが、酸素毒性の観点か
ら、自己心拍が再開した場合には、酸素飽和度を見
ながら、可及的速やかに酸素濃度を減量するように
推奨しています。

（６）アドレナリンの使用
人工呼吸の重要性が強調されており、人工呼吸と
胸骨圧迫を中断してまでアドレナリンの投与は実施
する処置ではないとされました。人工呼吸と胸骨圧
迫を優先しながらその投与を検討します。アドレナ
リンの投与量や投与経路には変更はありません。

２）早産児の蘇生
（１）臍帯処置
蘇生を必要としない早産児では、30 秒以上の臍帯
遅延結紮が推奨されました。
また、在胎 28 週未満の早産児で蘇生処置を必要
する場合、臍帯遅延結紮は実施困難であり、蘇生処
置の妨げにならない臍帯ミルキングで代用するのは
合理的であるとされました。

（２）保温
分娩室においてラジアントウオーマー下で蘇生処
置を受ける 32 週未満の早産児では、低体温を避け
るために、23-25 度の室温、温かいブランケット、
皮膚を乾燥させずに実施するプラスチックラッピン

グ、帽子、温熱マットレスなどを組み合せる必要
があるとされました。

（３）人工呼吸開始時の酸素投与
人工呼吸が必要な早産児においても初期酸素濃度
は、21-30% の低濃度で開始することを推奨してい
ます。

（４）早産児に対するPEEP（終末呼気陽圧換気）
分娩室での蘇生の間、早産児に対し終末呼気陽圧
換気（PEEP）を使用することを提案しています。
正期産児に関してはデータが不十分で推奨には至ら
ないとしています

（５）出生時の呼吸障害に対するCPAP
分娩室で呼吸サポートを必要とする程度の呼吸障
害がある自発呼吸のある早産児に対して、挿管、
IPPV を行うよりも、まず CPAP を使用することを
推奨しています。

３）  ラリンゲアルマスクエアウエイ（LMA）推奨
と提案（図 5）
34 週を超える早産児や正期産児の蘇生において、
フェイスマスクでの換気がうまくいかなければ、
LMA を気管挿管に代わる手段として提案されまし
た。
34 週を超える早産児や正期産児の蘇生において、
陽圧換気がうまくいかず、気管挿管が出来ない特殊
な状況であれば , LAMが推奨されました。

おわりに
NCPR2015 が普及することにより、的確な新生児
蘇生法が行われ、不運な新生児が減ることを望みま
す。

i. 

ii.

表２

LMA

34

LMA 

34

, LAM

図５図５



― 12 ―

わかばの部屋

私がこの琵琶湖の湖畔に佇む滋賀県立大学に助手
として着任してから、ちょうど丸 3年が経ちました。
この春から 4年目となり、助手から助教と昇任した
こと、また、本学の助産師教育が今後大学院化する
予定となっていることから、さらに身の引き締まる
思いで、日々領域の先生方にご指導を受けながら精
進しております。
こちらに着任する前は、大学病院の産科病棟で助
産師として勤務しておりました。臨床時代は、ハイ
リスク妊産褥婦の対象者と関わる中で、助産師のケ
アの在り方や方向性を考えることが多くあり、もっ
と助産師のケアについて深めたい、勉強したいとい
う気持ちを持っていました。また、母性看護の実習
に来た学生たちと関わることで、さらに良い学びを
してもらうためには、私自身学生とどう関わればよ
かったのだろうと振り返ることもありました。その
ような臨床での経験と、御縁があって、本学に着任
の運びとなりました。しかし、臨床経験が少ないま
ま教員となったことで、自身の知識や経験の不足が
学生に悪い影響を与えないだろうかと、着任当初は
不安が多くありました。実際に、授業や実習におい
て学生から質問を受けた際、エビデンスに基づく説
明ができないこと、知識の幅が狭く学生に伝えられ
る量が少ないこと、学生の自律と理解を促進するよ

うな指導法が実践できないことなど様々な困難があ
り、これらは 3年たった今でもまだまだ勉強不足を
実感しております。
この 3年間、少しずつ授業や実習で教育の経験を
積ませていただき、責任を少しずつ与えていただく
中で、教育者としての自分の在り方、自分のなりた
い姿が見えてきたように感じております。そしてと
うとう今年度は母性看護の演習を担当させていただ
いております。看護学生時代の私にとって、母性看
護の演習は、新たな知識を学び自身の考えを深める
ことができる非常に楽しい授業でした。反面、毎日
の課題の多さと授業の進行についていけていない自
分に気づいたことで、厳しさや悔しさを感じた時間
でした。そして、私はあの授業があったからこそ、
母性看護の面白さ、神秘性に気付き、助産師になり
ました。教えてくださった先生に、今になって感謝
を感じ、そして先生のような授業がしたいと日々考
え、現在授業を練りに練っております。「授業が楽
しい」「理解が深まった」「もっと授業をしてほしい」
といった学生の授業へのレスポンスが私の支えで
す。
今はまだまだ未熟ですが、今後、助産師として、
そして教育者としての自分のアイデンティティを確
立していきたいと考えております。

助産師として、教育者として

滋賀県立大学人間看護学部
成育看護学講座母性看護学領域　助教　本　岡　夏　子
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理事会報告

公益社団法人　全国助産師教育協議会

平成 27年度　第 7回理事会議事録

日時：平成 28 年 1 月 11 日（日）13：30 ～ 16：40
場所：東京都助産師会館 5階（会議室）
出席理事：  井村真澄、我部山キヨ子、佐藤香代、

久保田君枝、鈴木康江、高橋順子、
兵頭慶子、福島裕子、渡邊典子

出席監事：熊澤美奈好、島田啓子
出席幹事：潮田千寿子、山﨑圭子
欠席理事：大石時子
欠席監事：島田啓子
書　　記：潮田千寿子 （敬称略） 
理事総数：10名　出席理事：10名　欠席理事： 1名
監事総数： 2名　出席監事： 2名　欠席監事： 1名

議事次第
Ⅰ会長挨拶
　地区長会は会員校からの意見を共有するよう
願っている。また、母性看護学実習の通達に対し、
関連 4団体連盟での要望書を 1 月 18 日に厚労省
に提出予定である。助産学実習に係る分娩取扱数
基準の規制緩和の提案に対しては、厚労省及び文
科省から 10 例堅持の通知が出された。当協議会
は母子、家族がよりよい状態で生活できるよう、
国民の負託にこたえる形で力を合わせて進めて行
きたい。理事会は本会運営のエンジン部分であり、
6月まで力を合わせて進めていきたい旨話された。

Ⅱ審議事項
1）議事録承認
　　・  平成 27 年度第 6回理事会議事録（案）が承

認された。
2）  平成 27 年度母性看護学実習における臨地実習
に関する要望書について説明され、了承され
た。

　　・  分娩介助数 10 例堅持の厚労省からの通達状
況については、各都道府県に確認する。

3）  厚生労働省看護職員確保対策特別事業の申請、
調査研究計画について説明があり、厚労省か
らの照会事項への回答は審議、決定した。

4）教育検討委員会
　　・  大学院モデルカリキュラム改正後の調査に

ついて、国家試験前に学生に記載してもら
い回収する予定であること、各機関校の教
育課程責任者のみが回答する内容と各教員
が回答する内容の二本立てとすることが決

定した。
5）  平成 28 年度事業計画・予算（案）について説
明があった。

6）平成 28 年度事業計画　パブコメ案について
　　①  教員養成研修の実態調査の依頼が会員校から

寄せられた件について、対応案を検討した。
　　②  国際関連活動委員会　事業計画が了承され

た。
　　③  教育検討委員会　事業計画　について、一

部修正し再提出とした。
7）  将来構想委員会　臨床助産師と教育者の意見
交換会　企画（案）について、委員会で再検
討となる。

8）  将来構想委員会　助産師教育実践報告会　企
画（案）について、了承された。

9）社会貢献委員会
　　①  調査依頼について説明がなされた。第 6回

理事会時の提出資料を修正した。
　　②  第 30 回日本助産学会学術集会について説

明され、検討した。
10）  広報委員会からニュースレターNO87 企画案
の説明がなされた。承認された。

11）組織強化委員会
　　①  アンケート調査のお願い文書（案）につい

て意見が出され、委員会で再審議となった。
　　②  助産学生へのアンケート（案）について①

と併せ、再検討となる。
　　③  ヒアリング調査について説明され、意見交

換され、本格調査前のヒアリングとしての
聞き取り調査を実施すること、H28 年度の
事業計画・収支予算を修正して提出するこ
と、パブコメを変更することになった。

12）  マイナンバー制度導入について説明があり、
確認検討事項については、継続審議となる。

13）  講師謝金について説明があり、平成 27 年 12
月 13 日からの施行とすることで決定した。

Ⅲ報告事項
1）教育検討委員会（教育推進班）
　　・  モデルカリキュラムについて説明があり、

今後の方針については検討中である旨報告
があった。

2）鈴木雅洲先生お別れ会について
3）日看協　賀詞交歓会について報告があった。
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理事会報告

Ⅳその他
1）元全助協会長　玉田太朗氏訃報
2）平成 28 年度のファーストステージ研修
3）総会での講師について説明があった

平成 27年度　第 8回理事会議事録

日時：平成 28 年 3 月 26 日（土）11：00 ～ 17：20
場所：東京都助産師会館 5階（会議室）
出席理事：  井村真澄、我部山キヨ子、佐藤香代、

大石時子、鈴木康江、高橋順子、
福島裕子、渡邊典子

欠席理事：久保田君枝、兵頭慶子
出席監事：熊澤美奈好、島田啓子
出席幹事：潮田千寿子、山﨑圭子
書　　記：潮田千寿子 （敬称略） 
理事総数：10名　出席理事： 8名　監事総数： 2名
出席監事： 2 名

議事次第
Ⅰ会長挨拶
　・  年度末の忙しい中参集いただき感謝する。有意
義な審議を重ねて活動につなげたい。

　・  次年度の活動内容と予算を確定し、全助協の発
展的活動につなげる。

　・  内外の動き（関連諸団体：医師、看護、助産を
取り巻く政治の動き等）を勘考しながら活動を
推進していく。

Ⅱ審議事項
1）議事録承認
　　①  平成 27 年度地区長会議事録（案）が承認

された。
　　②  平成 27 年度第 7 回理事会議事録（案）に

ついて、一部修正し承認された。
2）  平成 28 年度事業計画について審議され、一部
修正し、平成 28 年度事業計画は承認された。

3）  平成 28 年度収支予算（案）について説明があっ
た

　　  各委員会等の予算案説明および意見交換につ
いて承認され、平成 28 年度収支予算は承認さ
れた。

4）  第 7 回社員総会日程（案）・日程案について、
検討された。

5）広報委員会
　　①   HP、次回NL企画案について検討された。
　　②  総会の地区長会議時に、早目にHPに掲載

できるよう依頼。

6）  組織強化委員会活動について報告があり、審
議された。

7）助産師教育研修研究センター運営委員会
　　①  外部講師謝金
　　　・  28 年 2 月までに依頼した講師についての

謝金は、暫定的措置とする。それ以降は
理事会で決定した謝金基準に則る。

　　②  平成 28 年度 FS 研修教育規程（案）：一部
修正し、承認された。

8）正会員退会・個人会員入会
　　・退会、および入会について承認された。
　　・個人会員を増やす努力をする。
9）  日本助産評価機構役員推薦について審議され、
人選された。

10）平成 28 年度理事会日程
　　  7 月 16 日（土）、9月 22 日（木祝）、10 月 16
日（日）、12 月 17 日（土）

　　  1 月 9 日（月祝）　地区長会も同日実施、 3 月
11 日（土）、 6 月総会前日とする。

11）平成 29 年度総会会場　について検討。
12）将来構想委員会
　　・  2 年間の教育課程の検討については、今後

も継続する。
　　・  今後、大学院化を進めるために必要な課題

を抽出する。
13）    助産実践能力習熟度段階（クリニカルラダー）
教員対応

　　・  教員は基本的に教育機関において学生教育
を行うため、臨床実務にあたっている助産
師のように実践力を維持・向上することは
必然的に難しい条件下にある。

　　  上記を踏まえて、今後の教員の新規申請、
継続更新条件をどのように考えるか、具体
案を含めて検討し協議会に意見を提案する
必要がある。CloCMiP における教員の対応
については、継続審議とする。

14）国際関連活動委員会
　　①  事業計画として、平成 29 年度を目途に海

外の助産師教育の視察の検討された。
　　②   International Journal of Child Birth に出し

た報告が reject された。投稿先は委員会に
持ち返り、審議する。

Ⅲ報告事項
1）  国際関連活動委員会について報告がなされた。
2）  第 99 回助産師国家試験の検討結果について報
告がなされた。

3）  全国研修会・教育検討委員会について報告が
なされた。
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理事会報告

4）  第30回日本助産学会学術集会助産師学生交流・
講演会、表彰等は好評であった。17 校が成果
発表した。

5）  社会貢献委員会から以下の活動報告がなされ
た。

　　①健やか親子 21 推進協議会
　　②第 1回テーマグループミーテイング
　　③健やか親子 21　2 次　今後の推進体制
6）助産師教育研修研究センター運営委員会
　　①  平成 28 年度助産師教育研修研究センター

運営委員増加（2名に承認いただいた）旨、
報告された。

　　②平成 28 年度研修計画
　　③平成 27 年度 FS研修修了式
7）要望書提出（文科省・厚労省・4団体）
8）第 39 回助産師団体連絡会
　　①  日看協の CloCMiP：重点課題、助産師出向

システム、コーディネーターについて説明
された。

　　②  地域母子保健の推進：全助協および会員校
の教育にも影響する。

　　③  助産師が担うウィメンズヘルス能力：今後、
具体的能力を抽出し検討される予定であ
る。

9）日本助産実践能力推進協議会
10）自民党看護問題小委員会
11）  厚労省看護職員対策特別事業（厚労省委託研
究）

Ⅳその他
1）  6 月 2 日（木）前日理事会開催場所
2）  前全助協会長　玉田太朗氏　お別れの会
3）  ヘルシー・ソサエテイ賞（3月 31 日）に出席
予定である。

4）正会員名一覧表への追加表記

Ⅴ．臨時審議事項
1）会計報告
　　①  予算案については、三役に確認して進める。

赤字になりそうであれば、各委員会で一律、
何％かの削減をすることになるかもしれな
い旨、承認された。

　　②  特定費用準備資金について、2～ 3 年間の
事業計画として延長することを、行政書士、
会計、三役で検討する。

　　③  会計監査日程については会計、監事、行政
書士とで決定する。
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編 後集 記

今年の 4月には震度 7が二回続くという、熊本地
震が発生しました。被災されました方々には心より
お見舞いを申し上げ、1日も早い復興を願っており
ます。
毎回皆様方には、お忙しい中、快く執筆をお引き
受けいただき本当に感謝しております。少しでも最
新のニュースやトピックをお知らせすべく、広報委
員全員で取り組んでおります。今後も学生にも臨床
にも幅広く役立つ情報をめざしてまいります。皆様
からもご意見、ご要望がいただけましたら、幸甚で
す。これからもどうぞよろしくお願いいたします。

中西　伸子（奈良県立医科大学）
東尾　公子（近畿大学附属看護専門学校）
古川　洋子（滋賀県立大学）
岡山　久代（筑波大学医学医療系）
鈴木　康江（鳥取大学）

平成 28 年 9 月 22 日

会員校・個人会員の皆様
 全国助産師教育協議会
 会　長　　井村　真澄

熊本地震災害義援金のご報告とお礼

　平成 28 年 4 月 26 日から 9月 22 日までの間ご協力をお願いしておりました、「熊本地震災

害義援金」募金活動につきましては，多くの会員校、個人会員の皆さまから多大なるご厚意

をいただき，誠にありがとうございました。

　皆さまからお預かりしました義援金総額 159,963 円を被災された方々にお送りする手続きを

しておりますので，ご報告いたします。

一日も早い復旧復興をお祈り申し上げますとともに，ご協力いただきました皆さまに心より

お礼申し上げます。


